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1 文京区の取組

文京区版ひき こ も り 総合対策

　 文京区では、 ひき こ も り に関する総合相談窓口で

ある「 文京区ひき こ も り 支援セン タ ー」 を 令和２ 年

４ 月に設置し まし た。

　 また（ 公社） 青少年健康セン タ ー　 茗荷谷ク ラ ブ

にひき こ も り 等自立支援事業「 STEP 事業」（ 相談支

援、 段階的な支援プロ グラ ム、 講演会等） を 委託し

て実施し ています。

ひき こ も り 支援センタ ーを主軸と し た支援ネッ ト ワーク  　

　 庁内関係部署や支援関係機関で構成する「 ひき こ も り 等自立支援会議」 を 設置し 、 ひき こ も

り 支援体制構築に向けた検討を行っ ています。 また、ひき こ も り 支援センタ ーが事務局と なり 、

ひき こ も り 支援従事者連絡会や複合的な課題を含む個別ケース検討会議を開催し ています。
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人材養成研修事業 

　 議義形式の研修から 、 段階的にグループワーク 形式の研修を実施し ています。

ひき こ も り 支援に関する情報発信

　「 情報発信」 では、 リ ーフ レ ッ ト や区ホームページ等を 利用し て、 ひき こ も り 支援に関する

情報やイ ベント 等を周知し ています。

文京区ひき こ も り 支援センタ ーリ ーフ レ ッ ト

広域連携支援

　 ひき こ も り の状態を知ら れるこ と を警戒し て相談につながら ない方も いるこ と から 、 近隣区

（ 千代田区、 台東区） と 相互利用でき る 講演会・ 個別相談会を 実施し ています。 また、 清瀬市

や国立市、 豊島区など６ 自治体合同で主催する「 ひき こ も り U X 女子会」 も 実施し ています。

研修名 ひき こ も り 支援従事者養成研修 ひき こ も り サポータ ー養成研修

対象
区の福祉・ 教育・ 保健分野等の職員、 区内支援
関係機関の支援従事者

民生委員・ 児童委員、 青少年委員　

内容
・ 分野別（ 高齢、 介護、 教育） の研修
・ 包括的アセスメ ント 研修
・ 8 0 5 0 問題ケースの事例検討会（ 地区ごと ）

ひき こ も り について の基礎的な知識の習得、 ひ
き こ も り 支援に必要な地域と の連携について

支： 支援従事者全体　 　 高支： 高齢者支援従事者　 　 介支： 介護支援従事者　 　 教育： 教育関係者　 　 サ： 民生委員、 青少年委員
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2  豊島区の取組

「 豊島区ひき こ も り 支援協議会」 の立ち上げ　 　

豊島区では、 令和 2 年 7 月に「 SD G s 未来都市」 及び「 自治体 SD G s モデル事業」 に選定さ

れたこ と を 契機に、 複合的な課題が混在し ている ひき こ も り 支援の相談体制を 強化する こ と と

し 、 令和 3 年 7 月に、 当事者や家族の状況に応じ た支援を よ り 一層推進する 学識経験者、 家族

会を含む当事者、支援団体、地域団体、 専門家及び行政職員で構成する「 ひき こ も り 支援協議会」

を立ち上げ、 豊島区の地域性を踏まえた支援の在り 方や方針について議論を行っ ています。

ひき こ も り 実態調査の実施　

　 令和 2 年 1 0 月から 1 2 月まで、 庁内関係 1 0 課及び関係 2 団体を対象に、 ひき こ も り に係

る実態調査を実施し 、調査結果を受けて、令和 3 年 7 月から 福祉総務課に「 ひき こ も り 相談窓口」

を設置し まし た。

　 また、 令和４ 年７ 月から ８ 月にかけて、 町会、 民生委員・ 児童委員、 豊島区青少年育成委員

にアンケート 調査を実施し 、 ひき こ も り に関する相談を受けたこ と があるか、 その時にどのよ

う な対応をし たか等を伺いまし た。 こ の調査結果を基に、今後の支援施策を検討し ていき ます。

ひき こ も り 相談窓口の設置　

　 ひき こ も り 相談窓口では、 社会福祉士などの資格を持っ た「 生き づら さ 相談支援員」 を配置

し 、 対面、 メ ール、 電話、 オンラ イ ン（ ビデオト ーク ） により 相談に対応し ています。 さ ら に

必要に応じ て、 自宅や相談者が希望する場所に出向く アウト リ ーチを交えながら 、 当事者と の

関係構築を進めています。

　 また、人事発令による福祉包括化推進体制（ 関係課係長に事業推進係長兼務発令） を構築し 、

各課が連携し ながら 、「 ワンスト ッ プの支援提供と 支援し 続ける （ つながり 続ける）」 に取り 組

むなど、 庁内での連携体制の強化を進めています。

【 チラ シ】 豊島区ひき こ も り 相談窓口
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普及啓発及び情報提供　 　

　 区の取組や「 ひき こ も り 相談窓口」 について、 月刊誌「 厚生労働令和 3 年 4 月号」、 広報と

し ま特別号（ 全戸配布）、 町内全掲示板に周知チラ シ掲示、 と し まテレ ビ、 専用ホームページ

「 ひき こ も り 情報サイ ト 」、 ブログ、 SN S（ Tw itte r） など様々な媒体によっ て、 広報・ 周知活

動を実施し ています。

　 広報と し ま特別号では、「 顔の見える相談窓口」と なるよう 相談員の顔と メ ッ セージを発信し 、

全戸配布し まし た。

ひき こ も り ネッ ト ワーク 会議の開催　 　

　 豊島区で活動する団体が抱える課題を把握すると と も に、 地域でひき こ も り 支援に関わっ て

いる団体と の連携を構築するため、 令和 3 年 1 0 月にひき こ も り 支援ネッ ト ワーク 会議を設置

し まし た。 第１ 回部会には、 区内で活動する家族会や当事者を受け入れる企業など４ 団体が参

加し 、 現場から 見たひき こ も り 支援の在り 方や不足する資源等について、 率直に意見交換を行

いまし た。 現在は当事者団体や女性支援団体等が加わり 、 ７ 団体で構成し ています。 今後も 登

録団体を増やし ていき 、官民連携による支援提供の在り 方について相互理解を深めていき ます。

広報と し ま特別号（ 全戸配布）
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3  足立区の取組

く ら し と し ごと の相談センタ ーの取組　 　

　 足立区の生活困窮者自立相談支援機関である「 く ら し と し ごと の相談センタ ー」 では、 平成

3 0 年度から 、 年代を問わずひき こ も り の状態にある当事者・ 家族への支援を実施し ています。

　 N PO 法人に「 セーフ ティ ネッ ト あだち」 の運営を 委託し 、 自宅以外での生活の場が失われ

た方等に対し て、 相談、 能力開発、 職業意識啓発等の支援を行っ ています。 また、 登録者のう

ち、 必要な方には居場所支援も 実施し ています。

　 く ら し と し ごと の相談センタ ー相談員、 区福祉課職員、 保健師、 弁護士、 ひき こ も り 関係事

業者、 パーソ ナルサポート （ 自殺対策） 関係事業者が一堂に会し 、 ワンスト ッ プで相談を受け

付ける「 出張総合相談会」 を 、 北千住において年５ 回開催し ているほか、 区内３ 地域で出前相

談を実施するなど、 相談し やすい多面的な環境づく り に取り 組んでいます。

　 また、 区民、 当事者、 家族、 支援者等に向けたひき こ も り に関するセミ ナーを開催し 、 地域

理解の促進に取り 組んでいます。

「 つなぐ シート 」 の活用　 　

　 個々の事案に対し て、 切れ目のない支援体制を 確立するため、 足立区では「 つなぐ シート 」

を活用し ています。 複数の関係機関が情報を共有し 、 連携し て相談者の悩みをでき る限り 早期

に解決するために足立区で考案・ 作成し たも のです。

　 相談等を受けた部署が内容を記録し 、 相談者から 個人情報のやり 取り にかかる同意を得た上

で、 必要な支援を提供する他の機関へリ レー形式でつないでいく ためのツールと し て利用し て

います。

つなぐ シート


